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出典 「大学」 

日新地区だより 59号 
「ゆめ・にっしん」は、平成 18 年

2 月創刊。 ｢日日に新たに｣ゆめあ

る日新まちづくりの一翼を担い、

地区文化の向上を願って今日に至

っています。 

発行：まちの未来づくり日新 広報部会 
福井市文京５丁目 1-8   日新公民館 

発行日：令和 3 年（2021 年）10 月 3 日 

 

 

 

昨年の年明けから続いている新型コロナウイルス感染症拡大の恐れから、地区でも多くの行事が中止を余儀無くされて

います。しかし、まちづくり日新では 3月から 11月までの毎月第 4日曜日の朝 8時からおよそ 1時間の底喰川定例清掃

に 20～30 人の地区の人々が参加しています。また、ボランティアの方々による花壇づくりや草刈りは、様子を見て随時作

業をされています。他にも、6月に福井商業高校の生徒 120人がミソハギの中の雑草取り 

に来てくれます。11月になると藤島中学校の生徒 80人が枯れたミソハギの始末に精を出し 

てくれます。こうした多くの皆さんの関わりがあって底喰川とその周辺は美しく保たれてきまし 

た。そして 7月の下旬頃になると、底喰川両岸に赤紫色のミソハギが帯状に美しく咲きほこっ 

てくれます。この景観は真に日新地区の誇りです。この様子を 

地区の人々に見て、感じとって欲しいとの願いから「ミソハギ花 

まつり」が開催されて今年は 5回目になりました。コロナ禍の祭りは昨年に引き続きラリー 

鑑賞とガラポン抽選会に 120人ほどの参加でしたが、それなりの成果を感じることが出来 

ました。継続は力なりです。来年の花まつりに向けて一人でも多くの方が美化活動に関心 

を寄せていただければ嬉しい限りです。 
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まつり 1週間前の一斉清掃の前後                        まつりの準備中 

     

     

   

まちの未来づくり日新事務局長 

野 村  忠 義 
 

 

 

皆様のご協力により今年も

無事に終わることが出来ま

した。有難うございました。

来年も宜しくお願いします。 



 

 

 

 

野中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

福井県独自の緊急事態宣言の中、道を歩いても中々人に会うことがありません。ある日、広報部会員の瀧本聖治さんと

の雑談の中で「昔、僕がお店（居酒屋瀧）を閉じるときにプレゼントをしたタヌキの置物が西島さんの庭に飾ってありますよ」 

とのこと、早速大宮 5丁目の西島隆夫さん宅を訪ねました。たしかに玄関前の庭におよそ高 

さ 1 メートルの信楽焼のタヌキが立っていました。西島さんにお聞きしたところ「確かに父が瀧 

本さんから譲りうけたものです。外に置いておいたものだから、冬の間の雪などで左上の所

が少し欠けたので、補修しました。」凛として立っているタヌキは家を守っているようです。 

インタビューも終わり玄関を出ると 2・3軒隣りの牧野さん宅にも信 

楽焼のタヌキが 2体おいてあるではありませんか。右のタヌキです。 

牧野さんに了解を得てタヌキを庭に移動して撮らせてもらいました 

翌日、自宅近くの町内を見て回ると、数軒の玄関先や庭にまたま 

た信楽焼のタヌキさんがいました。新しいものや古いものもありました。 

どれも同じものはありません。そして、それぞれに愛嬌があります。 

      

日新地区お宅の玄関先のタヌキさん 

（留守の為お会いすることができず、撮影許可を得られなかったお宅がありますがお許しください） 

 

極めつけは日の出旅館の玄関先にある高さ 2 メートル弱の大タヌキです。このタヌキは 

小豆島の旅館から 15年前に譲り受けたものだそうです。 

タヌキの 8つの見た目（八相縁起）  

笠（かさ）：思いがけない災難を避ける 

目：前後左右に気配りをし、正しい判断をくだす 

笑顔（口）：お互いに笑顔で感じよく 

大きなお腹：冷静で落ち着いていて、なおかつ大胆に行動できる 

通帳：信用第一、世渡り上手 

徳利（とっくり）：仁徳を身に着ける、食に困らない 

金袋：お金に困らない 

大きいしっぽ：大きくしっかりと終わる 
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何故信楽焼のタヌキは有名なのか 

 

信楽のたぬきが全国に広まるきっかけは、1951 年（昭和 26 年）、昭和天皇の信楽行

幸。その際、たくさんの信楽たぬきに日の丸の小旗を持たせ沿道に設置したところ、子

供の頃からタヌキの置物を集めていた天皇は感激し、歌を詠まれました。その逸話が新

聞で報道されたことで、全国に信楽たぬきが知られることとなりました。 

 

その時、詠まれた歌です、 

       

 

 

西島さん宅のタヌキ  

牧野さん宅のタヌキ 

 
日の出旅館のタヌキ 

 

 

滋賀県 デジタル展示より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リハビリに通うために、毎回利用させて頂き助かっております。毎日、コロナ感染予防をし 

ながらお仕事をされて、ご苦労様です。いつ収束するのか、目途が立たない状況ですが、 

心掛けたい言葉を見つけたのでご紹介したいと思います。「惜しみなく与える人は報われ、 

他の人を爽やかにする人は自分も爽やかにされる。」進んで優しい言葉をかけたり、他の 

人から気遣いを示されると爽やかな気持ちを味わえますね。これから暑さが厳しくなりますので、お体にお気を付けくださ

います様に。 
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敬老の日は「長年にわたって社会に尽くしてきた老人を敬愛し長寿を祝う」ことを目的 

に 1954年に祝日法として「としよりの日」と制定されましたがこの名前ではちょっとひ 

どいではないかということで 1964年に「敬老の日」と改められました。最初は 9月 15日 

に定められていましたが、ハッピーマンデー制度が導入された平成 15年から「9月の第 3 

月曜日」に変わり今に至っています。しかし、「9月の第 3月曜日」に移すにあたり「折角歴史ある日を変えてし

まうのは…折角慣れ親しんだ日なのに…」との声もあり、9月 15日を「老人の日」と制定され残されました。 

また、「9月 15日」に設定した理由は次の 2つの説があります。 

1・『聖徳太子が悲田院を建立した日に因んで』なお、悲田院とは現在の老人ホーム 

2・『元正天皇が 717年 9月 15日に養老の滝へ御幸し、同年に年号を「養老」とし、全

国の高齢者に贈り物をした日』 

どちらが元祖かははっきりしていないようです。掲載した 2 枚の写真は「平成 30 年度

の日新地区の敬老会」を福井市フェニックスプラザにて開催したときのものです。 

 
ミニ知識 

 

 

 

 

模擬店などはありませんが、館内で写真・絵画・手作り作品などを展示。 

 

 

是非、自慢の作品を応募してくださいね 
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20 年前より日新地区の美化活動として、一斉清掃を続けてきています。加えて毎月の定例清

掃で底喰川の美化を促進しています。以前は実施後に参加者の労いとして春（3 月）には豚汁、

冬（12 月）にはぜんざいなどを振舞って楽しみながら清掃を行ってきました。一斉清掃は年間

3 回（3・7・12 月）行うも 7 月には何の振る舞いもありませんでした。そこで「まちづくり」

として、定例清掃の労いも含め環境部会発で 7 月にバーベキュー大会を行いました。暑い熱い 

と言いながらも盛況な一日となっていました。3 年目に両岸に咲いているミソハギをアピールし清掃活動の参加

者を増やすことを目的とし、「まつり」と称して盛大に取り組んでみようと、まちづくり会議で決定し、幟を立

て、ショーを加え、公民館祭りかと思われる程のものになりました。しかし、この企画も 4 年目の昨年よりコロ

ナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言で人が集まれず今年、昨年と寂しいまつりとなってしまいました。今

は復活の時の為にもやるべき活動を続けていきます。 

 

環境部会    環境部会長  高橋 定信 
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日新のみなさんお元気でお暮らしでしょうか。昨年の 2月頃からの新型コロナ感染が拡大になり、防止対策と

して三密（密集密接密閉）の行動注意と、マスクに手洗いにソーシャルディスタンス等々の極めて大変な厳しい

日々の活動制限が要請され、自粛自粛の毎日であったかと思います。我々の生活様式に必然的に変化を余儀なく

され、コロナ感染症に怯え、本当に大変なる約 2年弱の期間であったかと思われます。 

このような社会情勢にあって、我がコミュニティ―バス運行事業の期間中の実績内容についても従来の約 70％

ダウンの 200 名前後（平均基準値 600 名）と乗客実績、収支率実績も最悪の状況に至りました。コミュニティー

バス事業の組織は平成 22年の誕生以来 11年目にして最悪の危機を迎え現在に至っております。 

しかし、経過内容はその予防対策により、ここに来てプラス的方向成果に表れつつあります。 

その主な要因としては、 

※ワクチン 2 回接種（高齢者 90％以上福井県全国 4 位） 

※医療体制の強化確立 

※新特効薬の開発 

※個人の感染リスク低減の為の防止対策 

※緊急事態宣言・・・・・・9月末解除か？ 

の 5 項目があげられるでしょう。8 月 13 日に東京都の一日感染者数が 5700 名過去最高の数値になりました

が、その後 40 日後の 9 月 23 日には 500 名強の約 10％ぐらいに減りました。科学的な根拠は良くはわかりませ

んが今後の予測の中で極めて「収束」が近く、将来の時点で暗いトンネルからの出口が明るい兆しが感じられる

状態かと思われます。 

〇「収束」・・・・ウィズコロナ       ✖「終息」・・・・ゼロコロナ 

しかし、「終息」はこないでありましょう。今後の我々の生活の中では「収束」に依るウィズコロナ（共存）にて

対応する事と思います。自己責任、個々の感染防止とそのリスクは個人で対応を考慮し、今後近い将来はインフ

ルエンザぐらいの感染症にて日々の生活対応を図る事となるでありましょう。 

「おねがい」 

従来のイベント企画・・・・温泉企画、映画会、お茶会、食事会、カラオケ等々の出来得る限り、状況に応じながら開催実施

を促し、特に後期高齢者（700 名強）独居老人、身体障碍者の方々（約 300 名強）にはフレンドリーな楽しい環境体制づく

りのために為に少しでも喜んでもらえるよう、これからの超高齢化時代の（団塊の世代 2 年後 75 歳以上）を目前にして、ま

ちづくり交通部会としても高齢者にやさしいまちづくりを目指し今迄以上に役員一同、協力サポーター含めて組織一丸と

なって努力を致します。今後とも宜しくお願い致します。 

4 

10   交通部会長 山口 満 

 

〔令和 3 年 10 月～令和 4 年 3 月末〕 

 

 

日本におけるここ 1 ヶ月のコロナウイルス感染者数の推移は 8 月に比べると 9 月は 10 分の 1 になって減ってい

ます。明確な原因はわかっていないようですが、一説によるとあまりにも多く変異株（12 種）が出現し、ウイル

スが新たな変異株を作るとき自壊を起こし始めたことが起因とのことです。しかし、政府は 

来年の冬ごろに収束するとの予測しています。一方専門家は 2～3 年後になるとの予測です。 

経済を重視するのか人の健康（命）を優先するのかで分かれているように思えます。これか 

らの「まちづくり活動（地域活動）」の方向性を考えなければいけないようですね。 

ところで、「ゆめにっしん」が読みづらいとの意見が広報部に届きましたので、今回の「ゆめにっしん 59 号」

は活字を全面的に変えてみました。前号までは「ゴシック体」が中心でしたが、今回は記事タイトルは「江戸勘

亭流」、本文は「MSP 明朝」です。いかがでしょうか？ 

近々「まちづくりに関するアンケート」を試みますので、是非回答をお寄せください。待ってます。 

広報部会 

 

                          広報部会長  野村 勉 
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